
➀ 夏休み親子コ ンポスト 教室

生ゴミ の現状やコ ン ポスト の仕組み、 世界のゴミ 事情など 小学生にも わかり やすい講座を 開催し た後、 夏休みの

自由研究で活用でき る よう な「 プ ラ ンタ ー de キエーロ 」 を 製作し まし た。

また、当日は龍谷大学農学部の学生さ んたち も 参加、子ども たち と 一緒にコ ンポスト 作り に関わっ ても ら いまし た。

日　 時： ����年７ 月 ��日（ 月） 講　 師： 木村真知子さ ん（ ローカ ルフ ード サイ ク リ ング株式会社）

場　 所： KIRICAFE（ 千歳町） 　 　 　 　 原田禎夫さ ん（ NPO 法人プ ロジェ ク ト 保津川）

参加者： 亀岡市内在住の親子７ 組

　 　 　 　 龍谷大学農学部嶋田ゼミ ��名

➁ コ ンポスト モニタ リ ング事業

当日はガレ リ アかめおか創作室にて LFC の平さ ん、 プロ ジェ ク ト 保津川の原田さ んよ り コ ンポスト や環境についての講座を 聞

いた後、 キエーロ を 製作する予定でし たが、 前日に緊急事態宣言が出たため、 急遽講師さ んたちに講座内容を YouTube に録画

し ても ら い、 それを 各自で視聴し ても ら いまし た。

当日は当初開催予定だっ た部屋の前で LFC の申し 込み案内やキエーロのキッ ト 受け渡し のみと し 、 キエーロも 作り 方動画や説

明書を 見て製作し ても ら う 形になり まし た。 それでも みなさ ん問題なく 完成し たと のこ と でし た。

約半年間キエーロ と LFC コ ン ポスト を それぞれ使用し て頂き 、 その使い心地を アン ケート に集計。 また、 � 月 �� 日（ 土） に

オンラ イ ン座談会を 開催し てより 具体的な声も 聞き まし た。

日　 時： ����年 �月 ��日（ 土） 講　 師： 平由以子さ ん（ ローカ ルフ ード サイ ク リ ング株式会社）

場　 所： ガレ リ アかめおか創作室前 　 　 　 　 原田禎夫さ ん（ NPO 法人プロジェ ク ト 保津川）

参加者： キエーロ  と LFC コ ンポスト のモニタ ー ��名

参加者感想（ 一部抜粋）

・ 生ゴミ のこ と がよ く わかっ た。 キエーロ作り が楽し かっ た。 こ れから たく さ ん使っ ていき たい。

・ 力仕事で大学生の方に手伝っ ても ら っ てよ う やく 完成し まし た。 リ サイ ク ルが進んでいない国な

んだと 実感し まし た。

・ 子ど も がする 木工と し ては少々難易度が高いよ う に感じ た。 講演の内容は小学生でも わかるよ う

噛み砕いてよかっ たと 思う 。

・ 生ゴミ を 燃やし ているのは日本だけと いう のにと ても 驚き まし た。 外国ではプラ スチッ ク 包装が

ほと んど ないこ と を 知っ て、 こ れから はプ ロデュ ースバッ グを 使っ てレ ジ袋を 減ら し たいと 思い

まし た。 こ れから は作っ たコ ン ポスト を 使っ て、 生ゴミ を 燃やさ ず処理し ていき たいです。

日本全国で私たち が出す「 生ごみ」 は年間推計で約 ,���� 万ト ン 。 一般廃棄物の約 %�� を 占め、 その内訳

は約 %�� が食品産業から 、 残り 約 %�� が家庭から の排出と 言われている。

そのほと んど は焼却処分さ れるが、 約 ％が水分である生ごみは燃えにく く 、 焼却には生ごみ�� �ト ンあたり

���リ ッ ト ルの助燃剤（ 重油）が使用さ れている 。日本全体で ����億円のコ スト がかけら れており 、エネルギー

効率が悪く 環境負荷が高いと いう 問題を 抱えている 。

ゴミ を ゴミ と し て捨てる のではなく 、循環し て「 資源」と し て活かすこ と で、環境への負荷を 減ら すこ と になる 。

また、 コ ン ポスト を 展開し ていく 中で 、 様々な問題を 共に解決し ていく 仲間、 堆肥を 受け入れる 農家、 その

堆肥で育っ た野菜を 購入する 市民と 横のつながり も 広がっ ていく こ と ができ れば、 地域と 資源の循環と いう

素晴ら し いサイ ク ルができ るのではないかと 考える 。

以上の目標達成のため今年度は以下の２ つの事業を 行っ た。

なぜこ のテーマに取り 組むこ と にし たのか

プラ ンタ ー de キエーロ 講座の様子 キエーロの制作風景

HOZU キエーロの作り 方

キエーロは、 黒土中に含まれる バク テリ アの力を 利用し 生ごみを 分解し 消滅さ

せる生ごみ処理機です。 神奈川県葉山町発祥で、 臭いや虫の発生が少なく 投入

後堆肥が出ないなど手間がかから ないこ と から 注目さ れています。

　 　 特　 徴

・ 形状は、 天板を 透明にし 日光を入れる こ と によ り 内部の温度を 上げ、 天板を

上げ傾斜をつける こ と ででき た隙間から 空気を 取り 込み、 バク テリ アの働き

を高める 構造をし ている 。

・ 黒土中にいる バク テリ アが生ごみを分解するので、 中身がほぼ増えない。

・ 土の中に生ごみを埋める ので、 虫や臭いが発生し にく い。

・ 天ぷら 油の廃油、 汁物の残り 汁なども 投入可能。

　 　 使い方

1 ． 設置場所を決める

なるべく 日当たり がよ く 、 風通し の良い場所がおすすめです。

2 ． 使用するも のを用意する

スコ ッ プ、 ジョ ウロまたはバケツ

3 ． キエーロに生ごみを 入れる

2 0 センチメ ート ルほど穴を掘り 、 生ごみを 入れて周り の土と 混

ぜます。

水分が少ない場合は水を入れます。

4 ． 生ごみを入れ終えたら

乾いた黒土を 生ごみを 入れた穴にかぶせて完全に覆います。（ 虫

や臭いの発生が防げます）

5 ． 繰り 返し 利用する

埋める 場所を 変えながら 上記 3 . ～ 4 . を繰り 返し 行います。 穴は

3 か所～ 4 か所が目安です。

　 　 投入物の注意

基本的に人間が食べるも のは分解さ れますが、 一部分解がさ れにく いも のやできないも のがあり ます。

分解さ れにく いも の： 繊維質が多い野菜の皮

分解さ れないも の： 動物の骨、 貝殻、 玉ねぎの黄色い外皮、 梅干し などの種子、 食べ物以外のも の

分解さ れる まで夏場は 5 日、 冬場は 2 週間ほどかかり ます。

ワンポイ ント ！

・ 土内部に空気が良く 入るよう に混ぜる 。 ・ 投入物を細かく し たり 、 熱を 通すと 分解さ れやすく なり ます。

・ 廃油を入れる と 、 バク テリ アの働きが活発になる。 ・ 冬場は消滅まで日数がかかり ますが、 分解はさ れます。

生ゴミ を 切るよう に

よく 混ぜます。

20 cm ほど穴を 堀り

生ゴミ を 入れます

表面の土が湿っ ていたり 、

生ゴミ が残っ ていると

虫が来る原因になるので、

乾いた土を し っ かり 被せる

「 夏休み親子コ ン ポスト 教室」 は子供たち にも 身近な環境問題と し て興味を 持っ てく

れていたので、 今後も 継続し ていき、 楽し く 習慣化し ていく き っ かけ作り にし ていき

たいです。 参加者が想定し て いた人数よ り 若干少な かっ たので、 チラ シなど アナロ グ

な方法も 積極的に取り 入れた方が良いかも し れない。

モニタ リ ン グ事業であっ た「 仕組みが理解でき ないため、 う まく いかず辞めてし まっ

た」 と いう 声から コ ン ポスト の意義や仕組みを いかにわかり やすく 伝える かがと ても

重要だと いう こ と に改めて気づく こ と ができ まし た 。 今後も コ ン ポスト は講座と セッ

ト でし ていく こ と 、 またわから ない時に気軽に聞ける仕組みづく り や、 やる 気を 継続

する工夫なども 必要だと 感じ まし た。

また、 コ ン ポスト は夏が分解し やすく 、 冬は分解速度が落ち る と いう 特性があり 、 で

き れば生ゴ ミ の分解が実感で き る 夏頃ま で にコ ン ポス ト 講座を 開催し たいと 思いま

す。

今回キエーロの製作方法を 緊急処置的に動画で説明する形にし まし たが、 参加者にも

好評だっ たので、 今後も 使っ ていき たいと 思います。

LFC コ ンポスト キエーロ

気づき と 反省点、 今後への課題

by  く ら し ゴト L abo

アンケート を見て

半年間コ ンポスト を 活用し て頂いての感想は概ね好評でし た。 ただ、 秋から のスタ ート

だっ たため、 生ゴミ の分解を実感し にく い様子でし た。

コ ンポスト は夏スタ ート が分解を 存分にん実感でき て楽し いかも し れないですが虫の心

配が少ないのは秋・ 冬です。

分解速度が遅く なると 不安になるので、 やはり そう いう 時に気軽に質問でき たり 、 意見

交換ができ る場があれば理想かと 思いまし た。

今後はそのよう なソ フ ト 面の充実も 大切だと いう こ と がアンケート から 見えてき まし た。


